
運動 改正による追加事項

４月 春の交通安全運動 事業用自動車による交通事故の統計を説明するなどして、

従業員全員参加！ 社会的影響を理解させる。

５月 日常点検不備による事故や、交通事故による事業者・運転者への処分、

加害者や被害者への心理的影響の大きさ、法律遵守の重要性を理解

６月 自らが運転する車の制動性能などを確認させ、構造上の特性が

車両により異なることを理解させる。

７月

８月

９月 秋の全国交通安全運動

１０月 秋の全国交通安全運動 強風・豪雪等の悪天候が運転に与える影響への理解。危険予測、

自動車点検整備推進期間 会費のため指差呼称を行う習慣を体得させる。事故発生時、災害

年度 発生時その他緊急時における対応方法について事例検討する

１１月 秋の全国交通安全運動 適性診断その他の方法により運転者の適性を把握する。

自動車点検整備推進期間

１２月 年末年始輸送安全総点検 睡眠不足、医薬品等の服用に伴い誘発される眠気が事故を引き

起こす恐れがあることを理解させる。

１月 健康管理の重要性 年末年始輸送安全総点検 心理的な負担の程度を把握するための検査結果等にも

基づいて心身の健康管理を行うことの重要性を理解させる

２月 従業員全員参加！ 安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車を運転

適切な運転方法 する場合は、装置の機能への過信や誤った使用方法が事故の

要因になる恐れがあることを説明すること等により、適切な運転

方法を理解させる。

３月 業務指示内容を確実に把握しているか。点呼時の酒気帯び検査

確認。

2025　年度 乗務員指導教育の年間計画        北はりま観光バス
重点項目 安全教育内容

事業用自動車を運転する場合の心構え 事故防止対策委員会（今年度の目標）

安全に関する基本方針の徹底 （安全基本方針の配布） JAFの動画で危険予知トレーニング

2024年度輸送安全目標（輸送安全目標配布） 公共的な輸送事業の認識

事業用自動車の運行の安全及り旅客の安全を確保するため 点検不備に起因する事故の実例

に遵守すべき基本的事項　 交通ルールの認識

事業用自動車の構造上の特性 歩行者保護の徹底

⇒梅雨期における事故防止対策 死角、内輪差などの認識確認

乗車中の旅客の安全を確保するために 強雨や強風時の運転の注意点

留意すべき事項 急な運転操作による車内事故の防止

旅客が乗降する時の安全を確保するために 旅客乗降時のドアの開閉の適切な操作

留意すべき事項⇒駐停車禁止場所での乗降禁止 道路及び交通の状況に配慮する

運行する路線もしくは経路又は営業区域における道路交通の状況 運行前点検の徹底・秋の行楽期事故防止

⇒ドライブレコーダー映像記録を利用した運転者の運転特性に応じた安全運転指導

危険の予測および回避並びに緊急時における対応方法 異常気象時の危険予測訓練・対処方法

⇒運転者からのヒヤリハット報告に基づき、実際の運行映像による指導 前照灯早目点灯

ヒヤリハット体験発表

運転者の運転適性に応じた安全運転 秋の行楽地における事故防止

⇒適性診断の受講及び活用 高齢者に対する事故防止対策

交通事故に関わる運転者の生理的及び 飲酒運転、酒気帯び運転及び覚せい剤

心理的要因並びにこれらへの対処方法 　の使用厳禁　

健康診断の有効活用と生活習慣の改善

バス運転手の改善基準について

⇒ドライブレコーダー映像記録を利用した運転者の運転特性に応じた安全運転指導

安全性の向上を図るための装置を備える事業用自動車の 安全確実な輸送は社会的使命であること

非常用信号用具・非常口・消火器の取扱

安全性の向上を図るための装置を備えるバスの適切な運転方法 運転支援装置に係る事故の事例

⇒運転者からのヒヤリハット報告に基づき、実際の運行映像による指導 運転支援装置の性能及び留意点


